
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子どもの頃からがんに関する正しい知識を持ってもらうことは非常に重要であり、学校現場では、

学習指導要領に基づいて「がん教育」が実施されています。 

 県では、この取り組みを支援するため、「宮城県がん対策推進計画」に基づいて拠点病院等から医

療従事者を外部講師として派遣する「学校がん教育外部講師派遣事業」を推進しています。 

このたび、文部科学省の「スーパーサイエンスハイスクール（SSH）」指定校である仙台第三高等

学校において、下記のとおり特別授業を実施する運びとなりました。同校では、通常の学習指導要

領の枠を超え、探究学習を中心とした高度で独自の教育活動を展開しています。 

本授業において、学校の通常授業では触れられない医療現場の「生の声」を聴くことは、生徒の

科学的な探究能力を培い、将来の社会を牽引する科学技術人材の育成へと繋げていくことが期待さ

れます。 

報道関係者の皆様におかれましては、県民の皆様への情報発信に御協力いただきますようお願い

申し上げます。 

記 

 

 １ がん教育実施日時 

   令和８年７月１６日（木）午前１０時３５分から午前１１時２０分まで 

 

 ２ 場所 

   宮城県仙台第三高等学校（仙台市宮城野区鶴ケ谷 1-19） 

    

 ３ 外部講師 

   仙台厚生病院 呼吸器内科 医師 

 

取材いただける場合は、準備の都合上、７月１４日（火）正午までに、報道機関名、担当者氏名、

当日の人数、連絡先を、E-Mail又は電話で、健康推進課担当まで連絡いただきますようお願い申し

上げます。 

 

記者発表資料 令和８年７月９日 

健康推進課がん・循環器病対策班 担当：小野寺、森 

電 話：０２２－２１１－２６３８ 

E-mail：kensui-g@pref.miyagi.lg.jp 

保健体育安全課学校保健給食班 担当：佐藤、大嶋 

電 話：０２２－２１１－３６６６ 

E-mail：hokenah@pref.miyagi.lg.jp 

 

～スーパーサイエンスハイスクール仙台三高の生徒たちが、がん治療のプロから学ぶ～ 



（参考）県から各学校へ配布しているチラシ 

 

 

 


